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南ア月報 

（２０１６年８月） 

 

在南アフリカ日本国大使館 

 

主な出来事 

 

【内政】 

●統一地方選挙結果 

●主要都市でのＤＡ市長誕生 

●ＡＮＣ内の争い 

 

【外交】 

●ズマ大統領のＴＩＣＡＤ出席 

●ズマ大統領のＳＡＤＣサミット出席（於：スワジランド） 

 

【経済】 

●インフレ 

●貿易収支 

●鉱業・製造業生産高 

●自動車販売台数 

●景況感指数 

●小売り 

●格付け 

●再生可能エネルギー 

●自動車 

●中国投資 

●ＴＩＣＡＤ ＶＩ 

 

 

１ 内政 

●統一地方選挙結果 

 独立選挙委員会（ＩＥＣ）は、３日に行われた統一地方選挙結果を発表したところ、概

要以下の通り。 

 

１ 南ア全土に於ける各政党獲得議席数及び得票率（2000年、2006年、2011年を含む） 

       政党名          議席数 得票率   2011  2006   2000 

（１）アフリカ民族会議（ＡＮＣ）     5,163 53.91％(61.95％ 64.82％ 59.39％) 

（２）民主連合（ＤＡ）          1,776 26.89％(23.94％ 16.24％ 22.12％) 

（３）経済的開放の闘士（ＥＦＦ）      761  8.2％   （2013年結党） 

（４）インカタ自由党（ＩＦＰ）       432  4.25％ (3.57％  7.53％  9.14％) 

（５）自由戦線（ＶＦ plus）         67  0.77％ (0.45％  0.94％  0.09％)  
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２ 主要大都市行政区（Metro Council) 

（１）ツワネ（プレトリア） 

 １位ＤＡ43.11％（93議席）２位ＡＮＣ41.22％(89議席)３位ＥＦＦ11.7％（25議席） 

（２）ヨハネスブルグ 

 １位ＡＮＣ44.55％（121議席）２位ＤＡ38.37％(104議席)３位ＥＦＦ11.09％（30議席） 

（３）ケープタウン 

 １位ＤＡ66.61％(154議席）２位ＡＮＣ24.36％(57議席) ３位ＥＦＦ3.17％（7議席） 

（４）ネルソン・マンデラ・ベイ（ポート・エリザベス） 

 １位ＤＡ46.79％(57議席) ２位ＡＮＣ40.92％(50議席) ３位ＥＦＦ5.12％(6議席) 

（５）エテクニ（ダーバン） 

 １位ＡＮＣ56.01％（126議席）２位ＤＡ26.66％（61議席）３位ＩＦＰ4.2％（10 議席） 

 

●主要都市でのＤＡ市長誕生 

 ３日に実施された統一地方選挙の結果、主要な４大都市行政区（メトロ・カウンシル)で

ＤＡ市長が誕生した。なお、南アには８つのメトロがあり、ＤＡは従来確保してきたケー

プタウンの他、ツワネ（プレトリア）、ヨハネスブルグ及びネルソン・マンデラ・ベイ（ポ

ートエリザベス）で市長を誕生させ、残る４メトロ（エテクニ（ダーバン）、マンガウン（ブ

ルームフォンテン）、バッファロー（イースト・ロンドン）、エクルレニ）はＡＮＣが引き

続き市長を確保した。 

 ＡＮＣ青年同盟はズマ派であるが、統一地方選挙敗北の責任として、マンタシェ事務局

長の辞任及び早期の党大会実施を求めた。 

 

●ＡＮＣ内の争い 

 統一地方選挙後、ゴーダン財務大臣への警察の捜査は、ＡＮＣと連立を組んでいる共産

党を巻き込み与党内派閥争いの先鋭化といった様相を呈している。 

１ ゴーダン財務大臣と南ア警察の対立 

 ゴーダン大臣と南ア警察の対立は、大統領府と財務省の代理戦争といった様相を呈して

いる。同大臣は、南アの格付け下落を食い止める中心人物と見られており、国を盗人から

守るために死ぬ覚悟があるとの衝撃的な誓いを行った。 

 ２６日、中国広東省省長がラマポーザ副大統領を表敬訪問し、南ア政治・経済の不安定

さに対する中国投資家の懸念を表明した。 

２ 南ア共産党（ＳＡＣＰ） 

 ＡＮＣ青年同盟総裁が主張している、早期の次期ＡＮＣ総裁を選出する党大会の実施に

ついて、ヌジマンデ高等教育大臣（ＳＡＣＰ事務局長）は「三者同盟内の不統一を助長す

るので、ＡＮＣは熟慮すべきだ。」と述べた。 

 

２ 外交 

●ズマ大統領のＴＩＣＡＤ出席 

 ２７日、大統領府は、ＴＩＣＡＤⅥ全体会合１におけるズマ大統領の発言をプレスリリ

ースで発表したところ、ポイントは以下の通り。 

１ 今のアフリカはＴＩＣＡＤが発足した１９９３年のアフリカと全く異なり、世界で最

も成長する経済の一つ。我々は持続可能な成長及び格差・貧困・失業への取組にコミット

している。 

２ 製造業及び情報技術における官民パートナーシップはアフリカの成長にとって不可欠。



3 

 

さらに、気候変動、ガバナンス、産業化などのグローバルな課題にあたっても、アフリカ

自身の地域統合や域内貿易、そして問題解決の能力といった点が重要。 

３ 大きな変革期に、ＴＩＣＡＤが機敏に対応し、かつ互恵的となる必要がある。 

４ 全てのＴＩＣＡＤ参加国に対し、決まったことを効果的に実施するとともに、アフリ

カ自身のアジェンダを支える共通の目標に向け協力を強化するよう呼びかけたい。 

 

●ズマ大統領のＳＡＤＣサミット出席（於：スワジランド） 

８月３１日付大統領府声明「ズマ大統領は、スワジランドへの実務訪問を締めくくる」

のポイントは以下の通り。 

１ サミットでは、レソト王国及びコンゴ民主共和国の問題を含む政治や安全保障に関す

る種々の中間報告が提出された。ズマ大統領は「我々は、影響を受けた地域での平和、統

合及び安定を確保するために報告で提案された勧告を早急に実施することにコミットする」

と述べた。 

２ ＳＡＤＣサミットは、次期大統領選挙の準備に向け一致して作業するために、様々な

ステークホルダーをまとめる国民対話プロセスが開始されたコンゴ民主共和国におけるＡ

Ｕのイニシアティブを歓迎する。 

 

３ 経済 

＜経済指標＞ 

●インフレ 

７月の消費者物価指数（ＣＰＩ）は前年比ベースで６％と６月の６．３％より下落した。

南ア中央銀行は、来月の金融政策委員会にて金利を据え置くとの見方が主な要因。南ア統

計局によると、ＣＰＩは今年最低レベルで、インフレターゲット内に収まった。食料価格

は前年比１１．５％まで高騰。コアインフレは前年比５．６％～５．７％。南ア中央銀行

総裁は、食料価格の高騰が賃上げ要求に拍車をかけていると述べた。 

 

●貿易収支 

２０１６年６月までの輸出は輸入を上回り、貿易黒字を維持。南ア歳入庁（ＳＡＲＳ）

の統計によると、６月までに輸出は１１％、輸入は４％増加。エノコミストは、輸入減少

ではなく、輸出増加傾向のため貿易黒字を維持していると述べた。最近のデータは部分的

にはランド安も反映している。６月は農産品、機械、電子機器の輸出が増加。鉱産品、鉱

物資源、自動車や輸送機部品の輸出は下落。 

 

●鉱業・製造業生産高 

６月の鉱業・製造業は前年に比べて予想よりも改善した。南ア統計局によると、鉱業生

産高は前年比２．５％と下落したが、過去２ヶ月よりも下落スピードは緩やかになった。

製造業生産高は前年比４．５％増加し、２０１５年７月以降最高水準である。 

 

●自動車販売台数 

７月の自動車販売台数は、過去７年間で最低の販売台数を記録。新車販売台数は、４４,

８８３台と前年比１７％下落。乗用車販売は、レンタカー業界の強い需要にもかかわらず、

２９,００７台と前年比２０．６％の下落。 

 

●景況感指数 

南ア商工会議所（SACCI）は、７月の景況感は、６月の９５．１から９６にやや上昇した
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と述べた。 

 

●小売り 

南ア統計局は、６月の小売り売上高は、市場の予想（３．８％）を下回り、前年比１.７％

増加にとどまったと述べた。医薬品・化粧品・トイレタリー等日用品セクターが９．２％

と最も伸びた。一方、繊維、衣類、履物、革製品等の一般ディーラーや小売り販売者の売

上げは減少傾向。 

 

＜出来事＞ 

●格付け 

大手格付け会社ムーディズは、フィッチのコメントに付け加えるかたちで、政策の不確

実性と支出増加プレッシャーの短期的なリスクを警告した。一方で、統一地方選挙結果は、

中期的な改革を刺激する可能性があると述べた。フィッチは、南ア政府の大衆主義的政策

や高支出体質に対して警告していた。 

 

●再生可能エネルギー 

ヨハネスブルク証券取引所（ＪＳＥ）のチーフ・エグゼクティブは、南アの経済見通し

についてポジティブであり、特に再生可能エネルギーＩＰＰプログラムは投資機会がある

と述べた。南ア財務省は、２０１１年に開始したＩＰＰプログラムは、再生可能エネルギ

ープロジェクト（主に風力と太陽光）へ１９４０億ランド以上の投資があり、その内、２

７．５％がＦＤＩであると述べた。 

 

●自動車 

日産南アフリカのセールス・オペレーション部門の地域代表は、南アは依然として自動

車メーカーにとってサブサハラ・アフリカ（ＳＳＡ）ではベストな選択であると述べた。

ＳＳＡの他国で展開している自動車メーカーのほとんどは、生産計画の大幅削減か組立て

工場の操業休止を余儀なくされている。南アの国内新車需要は減少傾向である一方、輸出

需要増加のため、２０１６年の生産目標を達成できる可能性はあると述べた。 

 

●中国投資 

中国の大手自動車メーカーBeijing Automobile International Corp（北京汽車集団） は、

東ケープ州ポート・エリザベス市のコエガ工業団地に年間１０万台規模の完成車工場を新

設すると発表した。投資額は１１０億ランド。本投資は、昨年１２月に開催されたＦＯＣ

ＡＣでの１０００億ランド規模の２６の二国間合意の結果の一つである。デイビス南ア貿

易産業大臣は、過去４０年間で、アフリカで最大の自動車投資であると述べた。 

 

●ＴＩＣＡＤ ＶＩ 

安倍総理は、８月末に開催されたＴＩＣＡＤ ＶＩおいて、２０１６年から２０１８年の

３年間で官民総額３００億ドル規模のアフリカへのコミットメントを行う旨発表した。イ

ンフラ開発へは約１００億ドルを、一部アフリカ開発銀行との協力で実行予定。ＪＥＴＲ

Ｏによると、２０１５年の日本からアフリカへの総直接投資額は１２．４億ドルと２０１

４年の１５億ドルから減少。 
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４ 広報・文化 

●プレトリア大学と日本の大学とのＭｏＵ締結 

 プレトリア大学において、22 日に同大と東京外国語大学との間のＭｏＵ締結に係る文書

引き渡し式が行われた（９月以降、両大学間でＭｏＵが締結される見込み）。また、29日に

プレトリア大学において、プレトリア大学学長及び北海道大学総長いずれも出席の下、両

大学のＭｏＵ締結式が行われた。今後、プレトリア大学と日本の両大学間における学術交

流、学生交流等が進むことが期待される。 

 

５ 警備 

●統一地方選挙を巡る情勢 

統一地方選挙を巡っては、国内各地において高失業率や行政サービスへの不満等から抗 

議行動が盛んに行われ、一部暴動や略奪等へと発展したケースが散見されたところ、選挙

当日の３日は、リンポポ州ヴアニ（Vuwani）地区において、独立選挙委員会（IEC）による

特別投票所の設置に際し、これを妨害したとして 15人が逮捕されたほか、東ケープ州イー

スト・ロンドン所在の Gcobaniコミュニティ・ホールにおいては、地元住民（選挙人）が、 

ANC党 Mbulelo Vulaの擁立を要求し、タイヤ放火／投票所の焼き討ち／投石等の暴動へ発 

展。治安部隊がゴム弾、催流ガスを使用してこれを鎮圧した。このほか、ソエト（Soweto） 

地区では、投票前に投票用紙の盗難被害が報告されたが、当日（３日）は、警察及び軍に 

よる警戒の下、特異事案の発生もなく平穏なままに行われた。ヴアニ（Vuwani）地区は、 

南ア国家警察においてホットスポット（650カ所）の一つに指定されるなど、警戒が強化さ 

れていた地区であった。 

 

 

（了） 


